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各      位 
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代表者名  代表取締役社長  鳴海 輝正 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード 2743） 

問合せ先  
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特別損失の発生、平成 20年 12 月期中間（連結・単独）業績予想との差異 

及び通期（連結・単独）業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

 

平成20年12月期(平成20年1月1日～平成20年12月31日)の業績予想について、下記のとおり特別損失等を計

上するとともに、平成20年5月21日付当社「平成20年12月期 第１四半期財務・業績の概況」にて発表いたし

ました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

１．特別損失の計上 

当社が保有する投資有価証券（匿名組合出資金：不動産ファンド）において、評価の見直しを実施

いたしました結果、米国サブプライム問題に端を発した不動産市況の悪化により出資金が返還されな

い可能性が高いと判断し、投資損失引当金繰入額 100百万円を計上いたします。 

 

 

２．平成 20年 12 月期 連結業績予想の修正等 

(１)中間期（平成 20年 1月 1日～平成 20年 6月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） １０,７５７ １５ △２４ △３８ 

今回修正（Ｂ） １０,５８５ △２８ △５５ △１３９ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１７２ △４３ △３１ △１０１ 

増 減 率 △１.６％ － － － 

 

(２)中間期修正理由＜連結＞ 

 

売上高につきましては、主力商品であるトナーカートリッジの卸販売におきまして、利益重視の販

売戦略へ移行し、安価販売を回避してきた結果、当初予想を 172 百万円下回る 10,585 百万円（当初

予想比 1.6%減）を見込んでおります。 



営業損益につきましては、業界内での自然淘汰が進行している状況下、貸倒懸念債権について充分

に精査をした結果、リスク認識のもと営業債権に対する貸倒引当金を大幅に積み増し、貸倒引当金繰

入額として 89百万円を計上したこと等により、当初予想を 43百万円下回る 28百万円の営業損失（当

初予想は 15百万円の営業利益）となる見込みであります。 

経常損益につきましては、前述の影響等により、当初予想を 31百万円下回る 55百万円の経常損失

（当初予想は 24百万円の経常損失）となる見込みであります。 

中間純損益につきましては、前述の特別損失の計上等により、当初予想を 101 百万円下回る 139

百万円の中間純損失（当初予想は 38百万円の中間純損失）となる見込みであります。 

 

(３)通期（平成 20年 1月 1日～平成 20年 12 月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） ２２,５３８ １３６ ６４ ３ 

今回修正（Ｂ） ２２,４２３ ８９ ４２ △７５ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１１５ △４７ △２２ △７８ 

増 減 率 △０.５％ △３４．６％ △３４.４％ － 

 

(４)通期修正理由＜連結＞ 

 

売上高につきましては、新商材の開拓及び拡販に傾注するものの、中間期の減少分をカバーするま

でには至らず、当初予想を 115 百万円下回る 22,423百万円（当初予想比 0.5%減）を見込んでおりま

す。 

営業利益につきましては、今後、大きな懸念材料は想定しておりませんが、中間期の減益要因に加

えて、原油価格高騰による配送コストの増加等、販売費及び一般管理費への影響を勘案し、当初予想

を 47百万円下回る 89百万円（当初予想比 34.6%減）となる見込みであります。 

経常利益につきましては、前述の理由により、当初予想を 22百万円下回る 42百万円（当初予想比

34.4%減）となる見込みであります。 

当期純損益につきましては、前述の理由及び特別損失の計上等により、当初予想を 78百万円下回

る 75百万円の当期純損失（当初予想は 3百万円の当期純利益）となる見込みであります。 

 

(５)ご参考：前期の実績（平成19年 1月 1日～平成 19年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

中間期(1/1～ 6/30) １２,２３２ ２６ １０ △３５ 

通 期(1/1～12/31) ２３,９７８ １１０ ４８ △９６ 

 

 

３．平成 20年 12 月期 単独業績予想の修正等 

(１)中間期（平成 20年 1月 1日～平成 20年 6月 30 日） 

                                        （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） １０,２２４ １９ △２ △５ 

今回修正（Ｂ） １０,０６４ △３２ △４１ △１１３ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１６０ △５１ △３９ △１０８ 

増減率 △１．６％ － － － 

 



(２)中間期修正理由＜単独＞ 

 

前記「２．平成 20 年 12 月期 連結業績予想の修正等 (２)中間期修正理由＜連結＞」と同様の理

由により、売上高は当初予想を 160 百万円下回る 10,064 百万円（当初予想比 1.6%減）、営業損益は

当初予想を 51 百万円下回る 32百万円の営業損失（当初予想は 19 百万円の営業利益）、経常損益は

当初予想を 39百万円下回る 41百万円の経常損失（当初予想は 2百万円の経常損失）、中間純損益は

当初予想を 108 百万円下回る 113 百万円の中間純損失（当初予想は 5百万円の中間純損失）となる見

込みであります。 

 

(３)通期（平成 20年 1月 1日～平成 20年 12 月 31 日） 

                                        （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） ２１,３６０ １１３ ６０ ２８ 

今回修正（Ｂ） ２１,２００ ５３ １１ △８２ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１６０ △６０ △４９ △１１０ 

増 減 率 △０．８％ △５３．１％ △８１．７％ － 

 

(４)通期修正理由＜単独＞ 

 

前記「２．平成 20 年 12 月期 連結業績予想の修正等 (４)通期修正理由＜連結＞」と同様の理由

により、売上高は当初予想を 160 百万円下回る 21,200百万円（当初予想比 0.8%減）、営業利益は当

初予想を 60 百万円下回る 53 百万円（当初予想比 53.1%減）、経常利益は当初予想を 49 百万円下回

る 11百万円（当初予想比 81.7%減）、当期純損益は当初予想を 110 百万円下回る 82百万円の当期純

損失（当初予想は 28百万円の当期純利益）となる見込みであります。 

 

(５)ご参考：前期の実績（平成19年 1月 1日～平成 19年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

中間期（1/1～ 6/30） １１,８３３ ３１ ４９ １５ 

通 期（1/1～12/31） ２３,０９４ １３０ １２５ △１００ 

 
 
 
 

なお、平成 20年 12月期の配当予想につきましては、年間 1株当たり 1,500円（中間 500円、
期末 1,000円）に変更はありません。 
 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因により予想数値と異なることがあります。 
 
 
 

以   上 


